
集
会
で
は
、
県
弁
護
士

会
の
足
立
珠
希
会
長
が
、

「
安
保
法
案
は
違
憲
。
数

の
力
で
通
そ
う
と
し
て
い

る
が
、
明
ら
か
に
立
憲
主

義
に
反
す
る
。
県
民
一
体

と
な
っ
て
安
保
法
案
反
対

の
声
を
国
会
に
届
け
よ

う
」
と
挨
拶
。
メ
イ
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
衆
院

憲
法
審
査
会
で
安
保
関
連

法
案
を
「
憲
法
違
反
」
と

指
摘
し
た
小
林
節
・
慶
応

大
学
名
誉
教
授
が
講
演
し

ま
し
た
。

小
林
氏
は
、
「
安
保
関

連
法
案
が
成
立
す
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
二
軍
と
し
て

戦
争
に
参
加
し
、
我
々
の

仲
間
、
家
族
が
人
を
殺
し

殺
さ
れ
て
遺
体
と
し
て
帰

っ
て
く
る
。
安
倍
首
相
は

難
し
い
言
葉
で
国
民
を
だ

ま
そ
う
と
し
て
い
た
が
、

国
民
は
違
憲
だ
と
気
づ
い

た
。
政
権
交
代
さ
せ
な
い

と
こ
の
国
は
本
当
に
滅

ぶ
。
野
党
が
選
挙
協
力
し

て
政
権
を
変
え
る
こ
と
が

必
要
」
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
大
学
生
や
子

育
て
中
の
母
親
な
ど
が
登

壇
し
て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

鳥
取
大
学
の
学
生
は
、
学

生
や
若
者
で
戦
争
法
案
に

反
対
し
て
抗
議
行
動
や
デ

モ
行
進
し
た
こ
と
を
報
告

し
、
「
日
本
は
一
部
の
政

治
家
が
勝
手
に
も
の
ご
と

を
決
め
る
独
裁
国
家
に
な

っ
て
い
る
。
僕
た
ち
が
声

を
上
げ
、
民
主
主
義
や
平

和
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
」
と
述
べ
、
大
き

な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

元
自
衛
隊
員
の
男
性
は
、

「
こ
の
法
案
に
誰
よ
り
も

反
対
し
て
い
る
の
は
自
衛

官
だ
と
思
う
。
で
も
声
を

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
自
衛
隊
は
ガ
ラ
ス
ケ

ー
ス
の
中
の
日
本
刀
の
よ

う
に
、
憲
法
９
条
と
い
う

ケ
ー
ス
の
中
に
い
る
か
ら

こ
そ
、
人
を
傷
つ
け
る
こ

と
が
な
い
」
と
法
案
反
対

を
訴
え
、
安
保
関
連
法
案

に
反
対
す
る
マ
マ
の
会
＠

と
っ
と
り
（
「
と
っ
と
り

マ
マ
の
会
」
）
の
女
性
は
、

「
三
人
の
子
ど
も
の
母
親

で
す
。
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
弁

を
か
た
ど
っ
た
色
紙
に
法

案
に
対
す
る
マ
マ
た
ち
の

思
い
、
未
来
へ
の
希
望
に

つ
い
て
書
い
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
、
「
た

い
へ
ん
な
思
い
で
子
ど
も

を
産
み
ま
し
た
。
戦
争
で

誰
か
を
殺
し
た
り
、
殺
さ

れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」「
ず

っ
と
守
っ
て
い
く
と
約
束

し
た
わ
が
子
を
守
り
た

い
」
な
ど
、
母
親
た
ち
の

声
を
紹
介
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
「
安

保
法
案
は
廃
案
に
」
な
ど

と
唱
和
し
な
が
ら
、
JR

鳥
取
駅
前
ま
で
パ
レ
ー

ド
。
「
と
っ
と
り
マ
マ

の
会
」の
母
親
た
ち
は
、

「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た

こ
う
」
の
替
え
歌
で
、

「
こ
の
法
案
お
か
し
く

な
い
？
反
対
な
ら
態
度

で
示
そ
う
よ
」
と
歌
い

な
が
ら
、
『
だ
れ
の
子

ど
も
も
こ
ろ
さ
せ
な

い
』
と
大
書
き
し
た
横

断
幕
を
掲
げ
て
行
進
し

ま
し
た
。
（
写
真
下
）
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２０１５年

９月１０日

①経済を国民本位に転換し、暮らしが

豊かになる日本をめざします。

②憲法を生かし、自由と人権、民主主

義が発展する日本をめざします。

③日米安保条約をなくし、非同盟・中

立の平和な日本をめざします。

鳥
取
県
弁
護
士
会
は
８
月
２
日
、
鳥
取
市
の
久
松
公
園
で
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
猛
暑
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
市
民
約
１
５
０
０
人
が
集
ま
り
、「
い
け
ん
」（
ダ
メ
と
違
憲
を
か
け
た
も
の
）

と
書
か
れ
た
紙
を
一
斉
に
掲
げ
て
反
対
を
ア
ピ
ー
ル
。
法
案
に
対
す
る
県
民
の
不
安
の
大
き
さ
を
示
す
集
会
と
な
り

ま
し
た
。 １

５
０
０
人
が
「
い
け
ん
」大
合
唱

安
保
法
案
廃
案
求
め

鳥
取
県
民
大
集
会

いっせいに「いけん」を掲げる参加者（上） 講演する小林節氏（下）



池
田
さ
ん
は
、
戦
争

を
め
ぐ
る
激
論
の
な
か

で
、
安
倍
首
相
に
代
表

さ
れ
る
歴
史
修
正
主
義

者
が
、
こ
の

年
余
り

20

の
間
に
ど
の
よ
う
に
世

論
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
し
て
き
た
か
を

点
検
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
、
彼
ら
の
思
想
と

行
動
を
端
的
に
表
す
の

が
、
「
慰
安
婦
」
問
題

の
紆
余
曲
折
の
歴
史
に

他
な
ら
な
い
と
指
摘
。

「
慰
安
婦
」
問
題
を
切
り

口
に
、
安
倍
首
相
が
進
め

て
き
た
世
論
誘
導
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
支
配
に
つ
い
て
紹
介

し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
、
今
、

私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
ま
し
た
。

「
慰
安
婦
」
問
題
を
歴

史
の
記
憶
か
ら
消
そ
う
と

し
た
右
派
の
政
治
家
や
文

化
人
と
、
彼
ら
が
用
い
た

手
法
に
つ
い
て
池
田
さ
ん

は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
へ

の
移
行
に
は
「
教
育
」
と

「
報
道
」
の
支
配
が
不
可

欠
だ
と
い
う
歴
史
に
照
ら

し
、
安
倍
首
相
の
政
治
家

と
し
て
の
歩
み
は
、
そ
れ

を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る

と
指
摘
し
な
が
ら
、
「
新

し
い
教
科
書
を
つ
く
る

会
」
や
「
日
本
の
前
途
と

歴
史
教
育
を
考
え
る
若
手

議
員
の
会
」
（
事
務
局
長

は
安
倍
晋
三
議
員
・
当

時
）
な
ど
に
よ
る
教
科
書

攻
撃
と
、
「
慰
安
婦
」
報

道
へ
の
政
治
介
入
、
具
体

例
と
し
て
、
当
時
官
房
長

官
だ
っ
た
安
倍
晋
三
氏
ら

に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
改

編
問
題
を
紹
介
。そ
し
て
、

安
倍
首
相
が
政
権
に
復
帰

後
、
南
京
大
虐
殺
否
定
論

者
の
百
田
尚
樹
氏
や
明
治

憲
法
信
奉
者
の
長
谷
川
三

千
子
氏
を
含
む
〝
お
友
達

〟
４
人
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営

委
員
に
送
り
込
み
、
会
長

に
籾
井
勝
人
氏
を
選
任
さ

せ
た
こ
と
で
、
政
権
に
寄

り
添
う
偏
向
報
道
が
目
立

ち
始
め
て
い
る
こ
と
を
問

題
視
し
て
い
る
と
訴
え
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
に
よ
る
籾

井
会
長
ら
の
罷
免
を
求
め

る
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

最
後
に
池
田
さ
ん
は
、

「
今
や
『
慰
安
婦
』
被
害

を
否
定
し
て
歴
史
を
偽
造

し
よ
う
と
す
る
歴
史
修
正

主
義
者
と
の
闘
い
は
、
戦

争
へ
歩
み
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
政
権
と
の
闘
い

に
な
っ
て
き
た
。
権
力
の

監
視
と
戦
争
を
さ
せ
な
い

こ
と
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
役
割
。
こ
こ
で
闘
い
を

続
け
な
け
れ
ば
本
当
に
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
」
と

強
調
し
、
「
良
い
番
組
に

は
激
励
し
、
悪
い
も
の
に

は
抗
議
を
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
だ
け
で
な
く
メ
デ
ィ
ア

全
体
に
言
え
る
こ
と
。
み

な
さ
ん
も
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
強
め
て
ほ
し
い
。
」

と
結
び
ま
し
た
。

■
鳥
取
市
。
「
８
・

全
30

国
１
０
０
万
人
大
行
動
に

連
帯
す
る
鳥
取
行
動
実
行

委
員
会
」
が
主
催
す
る
集

会
が
８
月

日
、

鳥
取

30

JR

駅
前
の
風
紋
広
場
で
開
催

さ
れ
、
６
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
弁
護
士
や
僧

侶
を
は
じ
め
、
女
性
議
員

の
会
、
と
っ
と
り
マ
マ
の

会
、
岩
美
町
民
の
会
、
民

主
、
共
産
、
新
社
会
党
の

代
表
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

青
年
の
発
声
に
あ
わ
せ
て

定
時
に
２
回
、
全
国
い
っ

せ
い
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。
集
会
後
は
鳥
取
駅
周

辺
を
パ
レ
ー
ド
し
、
駅
南

イ
オ
ン
店
前
の
国
道

号
53

線
沿
い
で
プ
ラ
ス
タ
ー
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。

■
米
子
市
。
「
戦
争
法
案

廃
棄
！
安
倍
政
権
退
陣
！

鳥
取
県
西
部
集
会
」
が
８

月

日
、
米
子
市
ポ
ケ
ッ

30
ト
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
は
同
実
行
委

員
会
で
、
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
国
労
米
子

地
本
役
員
、
郷
土
作
家
、

元
自
衛
官
が
発
言
。
最
後

に
、「
国
会
会
期
末
ま
で
、

戦
争
法
案
廃
案
・
憲
法
９

条
を
守
れ
！
と
、
職
場
・

地
域
な
ど
で
宣
伝
・
署
名

を
広
げ
、
戦
争
法
案
を
廃

案
に
追
い
込
も
う
」
の
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
米
子

駅
前
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。

■
倉
吉
市
。
安
保
法
制
反

対
集
会
が
８
月

日
、

30

JR

倉
吉
駅
前
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
は
中
部
九
条

の
会
。
１
２
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

同
日
に
は
、
天
神
川
河

川
敷
で
民
主
党
や
連
合
鳥

取
の
組
合
員
な
ど
５
０
０

人
が
集
会
を
開
催
。
リ
レ

ー
ト
ー
ク
や
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
。
８
月

日
、

30

戦
争
展
の
取
り
組
み
と
あ

わ
せ
、
国
会
包
囲
デ
モ
の

午
後
２
時
に
、
市
役
所
前

で
プ
ラ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

■
日
南
町
。
８
月

日
、

30

国
会
包
囲
行
動
に
合
わ
せ

て
、
３
０
０
０
人
参
加
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
前
で
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
。

■
米
子
市
。「
『
戦
争
法
案
』

『
安
倍
政
権
』
を
許
さ
な

い
！
鳥
取
西
部

怒
り
の

大
決
起
集
会
」
が
９
月
４

日
、

米
子
駅
前
だ
ん
だ

JR

ん
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
実
行
委
員
会
の
主

催
で
、
小
林
節
慶
応
大
学

名
誉
教
授
が
基
調
講
演
し

ま
し
た
。

■
鳥
取
市
。
９
月
５
日
、

風
紋
広
場
で
「P

e
a
c
e
F
e

s
t
a

と
っ
と
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
同

実
行
委
員
会
。
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
森
田

さ
や
か
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
、
弁
護
士
と
憲
法
学
者

に
よ
る
安
保
法
案
の
徹
底

解
説
、
若
者
ト
ー
ク
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
６
日
、
「
安
保
法

案
廃
案
を
求
め
る
９
・
６

鳥
取
県
内
い
っ
せ
い
リ
レ

ー
ト
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
民
大
集
会
に
続

い
て
県
弁
護
士
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、

鳥
取
駅

JR

前
風
紋
広
場
、
倉
吉
パ
ー

ク
ス
ク
エ
ア
ふ
れ
あ
い
広

場
、
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

多
目
的
広
場
で
午
後
１
時

半
よ
り
い
っ
せ
い
に
開

始
。
個
人
・
団
体
よ
り
法

案
廃
案
を
め
ざ
す
強
い
決

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
委
員
や
会
長
人
事
を
は
じ
め
、
政
権
に
批
判
的
な
報
道
を
抑
制

し
よ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
な
ど
、
メ
デ
イ
ア
に
対
す
る
政
府
・
与
党
の
圧

力
が
強
ま
っ
て
い
る
状
況
を
受
け
て
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
今
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
９
月
６
日
、
北
栄
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
今
を
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
」
が
主
催
し
た
も
の
で
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
池
田
恵
理
子
さ
ん
が
、「
戦
後

年
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
は
今
」
と
題
し
て

70

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

戦争法案
許さない 共同広がる各地の取り組み
「戦争法案」と呼ばれる安全保障関 を肌感覚で感じ取った学生をはじめ、

連法案は、衆院で強行採決され、現在 多くの市民団体が活動を強め、安倍政
参院で審議されています。しかし、国 権を追い詰めています。県内でも、８
民の反対運動は収まるどころかいっそ 月２日の県民大集会など、全国的な運
うの広がりを見せ、各地でデモや集会 動と連帯して各地でさまざまな取り組
が開かれています。法案の持つ危険性 みが行われ、共同が広がっています。

基調講演する池田恵理子さん ９月６日、北栄町

県革新懇は９月６日、北栄町で２０１

５年度総会を開催しました。

浜田章作代表世話人のあいさつに

続き、田原勇代表世話人が活動のまとめ

と２０１５年度の課題と方針を提案。安倍

暴走政治によって革新懇運動の要件・可

能性が広がっているもとで、一点共闘とと

もに統一戦線の確立に向けた取り組みを

強めることの重要性が強調されました。参

加者から報告された各地の取り組みや経

験を共有し

２０１５年度

の方針と役

員体制を確

認しました。

県革新懇２０１５年度総会を開催

米子市 集会後、米子駅までパレード

鳥取市 「そうだ」のかけ声も頻繁に

倉吉市 倉吉駅前に１２０名

境港市 プラスターでアピール日南町 イベント会場前でスタンディング

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
今
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
２
０
０
人


